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１．温室効果ガスについて

• 福井大学地球温暖化対策推進計画

・対象期間 2008年度～2012年度

・基準年度 2004年度（統合後初年度）

・削減目標 △2,900ｔco2 （21,500ｔco2）
・2011年度の状況

△4,100ｔco2 （20,300ｔco2）



２．節電について
（１）夏期の電力使用抑制対策について

• 使用最大電力を一昨年度ピーク値の4％以上の節電について
（平成24年7月2日通知）

• 実施期間 平成24年7月2日～平成24年9月7日

• 「節電の具体的対策報告書」（提出期限 平成24年7月6日（金））

• 平日11時から14時まで、各部署にて1000W以上の削減

御協力ありがとうございました



（２）節電効果について（参考）

・照明の節電
照明は、全電力の約20％です。

部屋の照明を30％消灯すると
約6％の節電です。



・空調機の節電

空調は、全電力の約60％です。

・冷房の場合 室内温度を１℃

上げる（27℃から28℃）と約6％
の節電です。

・暖房の場合 室内温度を１℃

下げる（21℃から20℃）と約3％
の節電です。



・パソコン、事務機器、実験機器等の
節電

パソコン等は、全電力の約20％です。

・電気ポットの使用を２台から１台に
する。又は使用する時間を1/2にする
と約0.4％の節電です。

・コピ－機の使用を２台から１台にす
ると約0.6％の節電です。



（３）病院の省エネ取り組み

• 病院は節電によって治療に必要な医療
機器や空調の利用を制限するのが難し
いため、電力削減の対象部局から除い
ています。

• しかし、病院では設備機器の改善に資
金を投入し、省エネと経費削減を実現し
ています。



• 事例 新病棟の省エネ設計



• 省エネ設計のまとめ

・外壁外断熱の採用、断熱サッシ及びLow‐e
ペアガラス（低放射ガラス）の採用

削減効果 約660万円/年減

・高効率熱源機器の導入と既存熱源の有効
利用

削減効果 約5,960万円/年減

・クールチューブ（約100ｍ）により地熱を利用

削減効果 約240万円/年減



・照明器具をＬＥＤ化

削減効果 約230万円/年減

・高効率トランスの採用

削減効果 約70万円/年減

削減効果合計 約7160万円/年減



（４）節電の現状







８月の電気使用量
（前年比）
・松岡 １０１．８％
・他団地の状況
文京 １００．８％
二の宮 １２５．５％
八ツ島 １２４．９％



引き続き節電
省エネに
御協力お願い
いたします。


